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研究成果の概要（和文）：本研究では，センサデータベースを対象とした即時分析及びタグ自動抽出を行うこと
を目的とする．センサデータの集合を対象として即時分析を行い，状況を抽出し，結果をタグとして自動抽出す
る．すでに発表した相互資源管理方式を応用し，集合知による３次元動画の生成方式の実現，学習結果の相互交
換によるハイブリッド学習方式の実現を行った．さらに，センサーデータベースと従来型のデータベースを連結
し信頼性評価を行う方法を示した．それらを，雑誌論文，国際会議発表論文等を通じて発表した．

研究成果の概要（英文）：In this research project, the principle aim is an automatic extraction of 
tags for sensor databases by immediate analysis of data. The system analyses sensor data from 
databases immediately, and outputs the results as tags. Based on the mutual resource exchanging 
model (our previous work), we realized an three dimensional movie generation method by collective 
intelligence, and an hybrid learning method by mutual exchanging learning results. Also, we have 
presented a credibility evaluation method by integrating legacy databases and sensor databases. We 
have shown these results in journal papers and international conference papers.

研究分野： データベースシステム，マルチメディアシステム
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１．研究開始当初の背景 
 
本研究では，センサデータベースを対象と

した即時分析及びタグ自動抽出を行う．具体
的には，マルチカメラ，センサネットなどの
メディアデータを対象とするデータベース
において，即時にかつ高速に分析を必要とさ
れる応用を目的とし，メディアデータの持つ
物理的特性からメタデータをタグとして自
動抽出することにより，即時かつ高速に利用
者へ分析結果を提供可能とする機構を実現
する．応用例は，複数カメラ・複数センサ群
が接続されたメディアデータベースを対象
とした動画像分析，加速度・温度・脈拍セン
サが接続されたメディアデータベースを対
象とした生活健康モニタ・分析結果通知，お
よび，情報処理システムの出力するログ分析
による情報流出の即時検出などである．科研
費を中心としてこれまで研究した成果を集
約し，基盤技術としての方法論を確立する． 

 
２．研究の目的 

 
本研究では，センサデータベースを対象と

した即時分析及びタグ自動抽出を行う．即時
にかつ高速に分析を必要とされる応用を目
的とし，メディアデータの持つ物理的特性か
らメタデータをタグとして自動抽出するこ
とにより，即時かつ高速に利用者へ分析結果
を提供可能とする機構を実現する．科研費を
中心としてこれまで研究した成果を集約し，
基盤技術としての方法論を確立する． 
 
３．研究の方法 

 
センサデータベースを対象とした即時分

析及びタグ自動抽出を行うために，すでに発
表した相互資源交換モデルを用いて，次の３
種類の基盤技術を確立する．第一は，集合知
による３次元動画の生成方式の実現である．
第二は，学習結果の相互交換によるハイブリ
ッド学習方式の実現である．第三は，センサ
情報を統合することによる応用モデルの実
現である． 
特に，センサ情報を統合することによる応

用モデルの実現においては，信憑性計測シス
テムの実現方式を示した．我々は，情報の信
憑性が高いかどうかは，その情報の客観性に
よって決まると考える．そのため本方式では，
1 つの情報を複数のメディア，及びセンサー
データを用いて比較する事で，情報の客観性
がどの程度のものか導き出し，信憑性を計測
する．情報の信憑性に関する研究は数多くあ
る．[3]の研究では，分析対象となる情報と，
その関連情報間の類似性・共起関係(support)
を分析し，support 関係にあるデータの対が
多いものほど信憑性が高いとする，メディア
間の類似性及びそれらの共起関係の計量に
より信憑性を判断する．[4]の研究では，
twitter 上の情報から質疑応答形式で欲しい

情報が手に入るようになっており，不適切な
情報が抽出されないように，文中の表現やツ
イートの属性を分析するという，同種の SNS
内の情報間の比較という方法である．[5]の
研究はマイクロブログにおけるデマ拡散防
止のために，デマ情報とデマ訂正のリツイー
トの傾向と発信者の分析を，6 つの仮説と共
に行っている．本方式の新規性は，入力され
た任意の情報を，異なる信頼性の高い情報と
比較する事で計測する点，入力された任意の
情報と，複数のセンサーデータというリアル
で客観的な情報を比較して信憑性を計測す
るという二点である．信頼性の高い情報が複
数ある事，それに加えてセンサーデータを用
いる事で客観的な情報とマッチするかを計
測し，情報の客観性を導き出し，それを信憑
性としている． 
人間が正常な判断を下しにくい状況下に

おいて，収集した情報の信憑性を計測すると
いうのは重要な課題である．特に，誰もがイ
ンターネットに接続できる現代ではなおさ
ら重要である．このような背景から，客観的
に情報の質を判断し，収集した情報の信憑性
を計測するための指標となるシステムの実
現を行った．そのため，一つの情報ではなく
複数の情報源を用いる方法と，人の手の入ら
ない極めて客観的な情報を得るためにセン
サーデータを統合する方式を提案した． 
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４．研究成果 
 
 研究の成果として，この研究の実施期間
（平成 26 年度から平成 28 年度まで）におい
て，2件の雑誌論文，6件の学会発表，3件の
図書の編集を行った． 
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